
市内22の中学校区ごとに「地域青少年育成会議」があり、「地域の子どもは地域で育てる」を合言葉に学校

や地域の団体等と連携しながら、子どもたちの健全育成や地域コミュニティの活性化のため、様々な活動を行

っています。

上越市地域青少年育成会議協議会 広報紙No.12

直江津地域青少年育成会議

毎年、中学校区では「朝のあいさつ運動」が実施されています。3年度

は10月18日(月)から20日（水）に行われ、直江津地域青少年育成会議

では横断幕を配布し、この運動を盛り上げました。当日は、子どもたちが

直江津駅で横断幕を掲げ、気持ちのよいあいさつを呼びかけました。

そのほか、11月21日（日）に古城小学校閉校記念式典と閉校記念碑

除幕式が挙行され、児童が堂々と古城鼓童子を披露しました。

こんな活動をしています！～地域の特色に応じた活動の一部を紹介！！～

板倉青少年育成会

直江津駅北口でのあいさつ運動 閉校記念碑が設置されました

「地域を元気にするために ～子どもにできること～ 」をテーマに、板倉まちづくり振興会と共同で板倉区の

キャラクター製作事業を実施しました。昨年の8月30日（月）から9月10日（金）の間で板倉小学校と豊原

小学校の児童259人からキャラクターデザインの原案を募り、9月18日（土）から26日（日）まで、ゑしんの里

記念館に全応募作品を展示しました。

応募作品は、板倉中学校美術部の生徒の皆さんから審査いただき、優秀作品12点を選考しました。

区内の全児童からデザイン案を募集 ゑしんの里記念館での作品審査の様子

古城小学校閉校記念式典
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令和3年度地域青少年育成会議実践事例発表及び意見交換会を開催

清里区青少年育成会議

コロナ禍で活動が制約される中ではありましたが、地域内でのつながりを大切にし、子どもたちの安心・

安全に重点を置いた活動を実施しました。

昨年の8月19日（木）、20日（金）、26日（木）の3日間で、育成会議のメンバーが協力して通学路の

路側帯にカラー舗装（グリーンライン）を設置し、ドライバーに注意喚起を図り、子どもたちが安全に

通学できるよう整備しました。

2月13日（日）に全ての地域青少年育成会議から合計47人が参加し、オンライン（Zoom）で開催しました。

参加者からは「地域と子どもたちの関わりについて原点を確認することができた」「他の育成会議と繋がる

ことができてよかった」などの意見があり、コロナ禍において情報共有を図る貴重な機会となりました。

＜内 容＞

【第1部】話題提供 講 師：新潟県教育庁 上越教育事務所社会教育課 小林 辰男 課長

演 題：「地域のこどもは地域で育てるために ～今こそ、原点に戻って考えてみませんか～」

【第2部】実践事例発表及び意見交換（7グループに分かれてのグループワーク）

上越市教育委員会社会教育課

TEL：025-545-9245

Ｅ-mail：keniku@city.joetsu.lg.jp

市ホームページで育成会議の活動を

紹介しています。⇒

地域青少年育成会議の活動に興味がある方はこちらまで！

カラー舗装された通学路を登校する児童の様子グリーンライン設置作業


